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１．はじめに 
電話によるコミュニケーションを行う際に，ユーザが発

話した内容について，関連のある情報を参考にする場

合がある．例えば，発話内容に応じて，不明な点があれ

ば検索を行い，関連ある新たな情報を取得する，といっ

たプロセスを踏む．しかし，このような行為を会話中に行

うことは，ユーザにとって負担であり，PCの操作は会話

を中断させるなどといった問題が発生する． 

そこで，著者らは，発話内容に応じて，発話語・発話

語に対する連想情報や話題となっている語を提示する，  

会話連動ナビゲーションシステムを提案した[1]． 

会話連動ナビゲーションシステムでは、知識NW（図

１）と呼ぶ，固有名詞を中心とした語彙の関連性が記述

されたネットワークを利用して、連想語や話題語を提供

している。一方で、流行の話題や個人の好みに応じた

情報提供を行うため、この知識NWを自動構築すること

が課題のひとつである。 

 本稿では，知識NWの要件を定義し，用語に対する

説明文に対して，2つの構築手法を試し，特性の違いを

明らかにする．更に説明文以外のリソースへの適用可

能性を検討する． 

 

２．知識 NW の要件 
会話連動ナビゲーションシステムでは，ユーザの発話

から認識された，複数の発話語間の距離と最短経路上

に出現する語の頻度を元に連想語抽出を行っている．

具体的には，以下の条件を満たす単語に重み付け，閾

値以上の値を持つ単語を連想語として抽出している． 

(ア) 2 つの発話語が知識 NW 上で 1 ホップ離れてい

る場合に，双方に隣接する単語 

(イ) 2 つの発話語が知識 NW 上で 2～3 ホップ離れ

ている場合，双方の中間に位置する単語 
ここで特に(ア)の連想語抽出に着目した場合，知識N

W上に，図2の様に3ノードが共に繋がるようなリンクが多

数存在している事が望ましい．この様な特性を持つNW

の要件として，スモールワールド[2]性が挙げられる．ス

モールワールドとは，以下の条件を満たすものを指す． 

I. 総ノード数に対して総リンク数が数倍程度し

かない 
II. 任意の 2 ノード間の距離がノード数に比べて

著しく小さい 
III. 同一のノード数，リンク数を持つランダムネット

ワークのクラスタリング係数よりも非常に大きな

値を持つ 
ここで言う，クラスタリング係数とは，任意のノードvがk

個のノードと隣接している時，k個のノード間に存在しう

るリンク数（kC2）と実際に存在するノード数の割合を全て

のノードについて平均したものである． 

また，任意の2点間の平均距離が3～4程度であれば，

(イ)の方式で連想語が抽出される可能性は高まる． 

つまり，会話連動ナビゲーションシステムで求められ

る知識NWの要件として，以下の2つがあげられる． 

(a) スモールワールド性を有する 
(b) ノード間の平均距離が 3～4 である 

 

３．知識 NW の構築 
本稿では，簡単な2つの手法を用いて，知識NWの構

築を試みた．その結果，スモールワールド性が満たされ

ているかの評価を4章で紹介する． 

図 2：(ア)で求められるノード間の関係 

図１：知識 NW の例 
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＜構築手法＞ 

(1) 定義参照 

一般的な辞典の様に，見出し語とその説明文を元に

知識NWを構築する． 

例えば，「NTTグループ」，「移動通信」，「データ通

信」が見出し語として存在する時，図3の「NTTグルー

プ」という用語の説明文から，「NTTグループ」と「移動通

信」，「NTTグループ」と「データ通信」をリンクで結んで，

知識NWを構築する．  

(2) 語彙の共起 

今回は，同じ文中に登場する語彙（主に固有名詞）

同士をリンクで結ぶ事でネットワークを構築する． 

例えば，「岡田屋のケーキはクリームがおいしい．」と

いう文章があれば，「岡田屋」と「ケーキ」，「岡田屋」と

「クリーム」，「ケーキ」と「クリーム」をリンクで結ぶ． 

但し，名詞を抽出する際に誤抽出する可能性や，た

またま同じ文中に現れたが，関係の無い語彙がリンクさ

れる場合がある．これらを回避するため，ある語彙のペ

アが複数文章に表れたときのみリンクを結ぶ事にする． 

 

４．評価 
3章にて提示した，(1)定義参照の手法で構築された

知識NWは，見出し語とそれを説明した文中に出現した

単語とをリンクで結んでおり，確実に見出し語と関連の

ある単語を関連付けている．そのため，連想語の質も高

いだろうと推測される．この知識NWを実際に会話連動

ナビゲーションシステムへ適用してみても，違和感の無

い連想語提示が行えている． 

そこで，今回，用語解説のWebページを利用して，知

識NW構築を行った結果を示し，手法による結果の違い

を検証する．但し，(2)の手法は，抽出した単語数が10万

を超えた時点で処理を打ち切り，他の単語とのリンクの

無いノードを削除している．その結果，76,788語が残っ

た． 

結果を表１に示す．表1から，各方式共に，総ノード数

に対する総リンク数が少なく，ノード間の平均距離もノー

ド数に対して小さく，クラスタリング係数がランダムネット

ワークに比べて非常に大きくなっているので，スモール

ワールド性を保っている事が分かる． 

 つまり，知識NW上で隣接した2単語が発話されると，

双方に共通した隣接ノードが存在する可能性が高く，

(ア)の方式を用いて連想語が提示される可能性が高く

なるだろう． 

一方，平均ノード間距離を見ると，(1)(2)共に，3前後

の値であり，各ノードの平均距離の分布を見ても，3～4

に値が集中している．このことから，(イ)の連想語抽出方

式に対しても有効な知識NWが構築できていると言える．  

これらの結果から，(1)と同様，(2)の手法を用いてもス

モールワールド性は保たれ，平均ノード間距離も想定し

ていた範囲にあるので，連想語抽出が可能であり，見出

しの無い一般的なWebページ（ニュースやBlogなど）を

用いても構造上の要件を満たす知識NWが構築可能で

あると考える． 

 

５．おわりに 
今回，会話連動ナビゲーションシステムにおける知識

NW構築手法に関する検討を行い，各手法に対するス

モールワールド性に着目した評価を行った．その結果，

それぞれの手法でスモールワールドとなることが分かり，

隣接した単語の連想語抽出が上手く機能する知識NW

は容易に構築できることが分かった． 

今後の課題としては，距離2～3ホップの単語に対す

る連想語抽出に適した知識NWの考察，知識NW自体の

質（連想語が発話語に対して適切であるかなど）の評価

などが挙げられる． 
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手法 ノード数 リンク数 平均リンク数 平均ノード

間距離 
クラスタリング

係数 
DR(*1) CR(*2) 

(1) 39344 594697 15.12 3.15 0.2648 3.47 0.000379
(2) 76788 745454 9.71 2.95 0.7361 4.07 0.000129

NTTグループ 

日本におけるグローバルな情報流通サービス

企業グループとして、市内、長距離、国際、移動

体通信、データ通信を提供しています。 

図 3：用語解説の例 

表１：スモールワールド性の評価 

(*1) ノード数・リンク数が同数のランダムネットワークの平均ノード間距離 

(*2) ノード数・リンク数が同数のランダムネットワークのクラスタリング係数 
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